JPTEC（ジェイピーテック）協議会設立のお知らせ

　

平成15年6月26日、我が国に於ける病院前の外傷観察・処置標準化ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの普及を目的として、Japan Prehospital Trauma Evaluation and Care (JPTEC)協議会が発足致しました。本協議会は日本救急医学会メデイカルコントロール体制検討委員会の下部組織として位置付けられ、実際の運営は日本救急医学会各地方会傘下のJPTEC協議会地方支部が担当する事と致しております。
JPTECは日本救急医学会公認の病院前外傷教育プログラムであり、医師向けのJapan Advanced Trauma Evaluation and Care ( JATEC ) との整合性を保つことにより、病院前から病院内まで一貫した思想のもとに標準的な外傷教育を行い、我が国において、防ぎうる外傷死亡（preventable trauma death; PTD）の撲滅を目指すものです。

本プログラムはまた、メデイカルコントロール体制構築の一環として位置付けられており、外傷に関する研修、指示・指導、事後検証の基盤でもあります。全国の消防職員及びメデイカルコントロールに関わる医師の皆様には、この点につきまして何とぞご理解を頂きたく存じます。

尚、本協議会は当初PTEC協議会という名称で設立準備を進めて参りましたが、商標登録手続きの課程で問題が発生し、医師向けの外傷研修コースであるJATEC との整合性も考え、平成15年７月７日以降、JPTEC協議会と名称変更させて頂きました。

つきましては、平成15年3月5日以降に発行されたPTEC修了証や認定証は、すべてJPTEC終了証及び認定証として認める事と致します。
ご参考までに、JPTEC協議会の役員ならびにオブザーバーは別表の通りとなっております。

JPTEC協議会の今後の事業推進につきまして、何とぞ宜しくご理解とご協力を賜ります様、お願い申し上げます。
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